
力
サ

た
。
式
内
容
自
社
担
に
、『
笠
間
耐
世
。

木
郎
郷
上
村

銀
座
。
抑
制
与
税
制
明
称
。
或
-
E
設
ヰ
一
宮
。
臨
島
郡
設
郎

村
笠
仰
蜘
耐
防
総
一
古
。
』
と
あ
り
、
叉
能
器
官
路
記
に

は
、
『
こ
の
城
山
(
松
故
)
つ
ど
き
に
大
な
る
宮
森
あ

り
。
役
引
の
宮
と
て
、
上
村
の
氏
宮
な
り
。
こ
の
宮

の
わ
き
に
‘
銀
主
と
い
ふ
一
白
姓
あ
り
。
こ
の
者
の
先

制
出
に
出
で
あ
り
し
に
、
此
制
体
此
者
の
MM
の
上
に

下
り
告
げ
宣
ふ
は
、
我
を
こ
の
氏
討
に
ま
つ
る
べ
し

と
あ
り
て
、
印
ち
こ
L
に
動
前
せ
し
な
り
。
本
地
金

像
の
祭
附
如
来
の
小
仰
の
由
。
』
と
認
す
る
。

カ
ザ
シ
ノ
マ
ツ

錆
頭
花
の
松

金
開
城
石
川
門

外
白
鳥
則
の
期
総
に
あ
る
も
の
を
い
ふ
。
越
号
賀
三

州
芯
に
、
か
ざ
し
の
松
は
、
向
山
よ
り
石
川
門
脇
を

見
下
す
が
放
に
、
前

m利
治
の
時
篠
原
織
部
に
命
じ

て
揃
ゑ
し
め
た
。
此
の
時
筏
原
は
用
人
を
勤
め
て
居

た
と
記
す
る
。
古
へ
は
こ
与
に

E
大
の
老
松
蚊
抹
繁

茂
し
て
、
風
民
放
に
佳
か
っ
た
が
、
脱
出
耐
の
際
伐
木

し
て
、
守
山
田
か
に
一
味
ポ
漉
し
て
ゐ
る
。
俗
に
鈎
か

け
松
と
も
呼
ぶ
。

カ
サ
シ
ホ
盆
部

保

腿

島
都
に
臨
し
、
承
久
三

年
注
准
の
能
菅
凶
閃
数
日
録
に
、『
笠
倒
保
、
指
町
斑

段出耳
、
承
久
元
年
後
往
定
。
』
と
あ
る
。
後
品
川
亦
銃
師

保
が
あ
る
。

カ
ザ
シ
ホ
笠
師
保

鹿
島
郡
に
回
し
、
総
政
時

代
で
は
、
笠
間
・照
油
・大
路
・怨
染
の
四
今
村
荷
含
ん

で
間
的
た
。

カ
サ
シ
マ
笠
島

河

北

榔
金
津
圧
に
図
す
る
総

務。
カ
サ
シ

?
yン
笠

島

新

河

北

郡
金
津
庄
に
臨

す
る
部
孫
。
明
治
申
鉢
伏
新
と
併
せ
て
七
経
と
改
め

た。
カ
ザ
タ
エ

カ
ザ
タ
エ
ガ
ハ

風
谷
川

江
川
山
川
邸
付
廿
間
大
谷

一
竹
総
の
附
手
に
こ
そ
向
ひ
け
れ
。
』
と
あ
る
。
鶴
岡
胃
賀

か
ら
出
で
、
Z
1
め
が
と
い
ふ
所
に
弔
っ
て
大
山
小
一
等
川

一
三
州
志
に
之
常
引
を
¥
知
野
に
散
し
て
郷
名
と
し
て

に
合
す
る
。

一
ゐ
る
。
し
か
し
此
の
川
は
王
朝
の
英
太
郷
で
、
加
平

カ
ザ
生
ニ
ゴ
エ

鼠
谷
越
江
泊
市
郎
谷
に
あ
っ

一
時
代
川
に
町
川
町
の
郷
告
が
あ
っ
た
と
も
思
は
れ
ぬ
。

て
、

一
に
い
ろ
は
峠
と
も
い
ふ
。
奥
山
治
問
認
に
、

一
思
ふ
に
今
の
牧
池
，
阪
に
根
川
町
副
社
が
あ
る
か
ら
、

『
村
荷
泊
ぎ
て
左
に
御
積
-
防
あ
り
。
こ
の
村
よ
り
む

『
こ
の
郎
終
札
可
初
め
は
牧
町
と
い
う
た
の
で
あ
ら
う
。

上
・下
に
在
。
。
下
の
諮
よ
り
大
内
村
へ
は
堅
苦

一

カ
サ
ノ
ゴ
ウ
笠
野
郷
川
貼
加
に
回
し
、
税
政

し
て
鉱
閉
間
近
し
。
上
の
前
は
い
ろ
は
仰
な
り
。
峠
の

一
時
代
で
は
.
川
口
出
・川
町
附
・
七
思
・
鳥
越
・出
・山
花
寺
・

上
よ
h
組
前
市
野
へ
出
る
也
。
』
と
あ
る
。
北
陸
七
凶

一
向
指
鹿
賂
・
悩
月
・古
口
氏
・
大
砲
…
・
八
J

谷
・市
J

符
・長
太
郎

志
に
は
、
天
文
二
年
=
一
月
九
日
加
州
の
浪
人
武
器
越

一
則
・句
池
駅
・大
出
-
t
問
符
・
宮
山
の
十
七
ヲ
村
荷
台
ん

前
牛
間
四
に
仰
や
取
り
、
加
州
上
川
へ
足
柄
宇
一か
け
た

一
で
肌
た
。

が
、
味
方
で
あ
っ
た
烈
鍛
左
近
凶
郎
は
心
吟
献
し
・

一

カ
サ
ノ
ジ
ン
ジ
ヤ
笠
野
紳
社
河
北
側
知
地
J
肌

出
陣
す
る
総
で
風
谷
か
ら
加
賀
へ
治
げ
断
っ
た
と
抱

一
に
釘
臨
す
む
。
式
内
等
部
枇
犯
に、
『
明
野
訓
枇
。
式

す

る

。

内

一

座

。

旬

刷

日

制

由

労

池

今

一

肌

村

銀

座

。

祭

訓

多

力

雄

カ
サ
ト
リ
主
ウ
ゲ

笠
原
峠

能
安
川
五
十
谷
か

一
命
。
叫
す
野
谷
十
七
村
之
総
枇
也
O
』
と
見
え
る
。

ら
阿
手
に
泊
ず
る
開
聞
に
在
る
o
今
は
除
泊
売
一
辿
ず
る

一

カ
ザ
ハ
ラ

風

原

凶

奈
川
小
山
の
内
の
小
字。

を
以
て
燐
逝
と
な
っ
た
。

一

カ
サ
ヒ
モ
ノ
ゴ
シ
ヨ

笠

紐
白
御
容
天
正
入
年

カ
サ
ト
リ
ヤ
マ

笠
原
山

江
初
制
右
(
郎
務
名
)
↑
間
三
月
本
側
守
山
剖
如
は
総
川
信
回
目
と
利
礼
町
制
じ
‘
四

に
在
る
。
江
川
出
芯
制
に
、
伊川取
山
は
大
山
明
寺
の
凶
に

一
月
九
円
山
開
城
し
て
紀
州
紋
の
森
に
去
っ
た
が
、
そ
の

詰
る
。
相
去
る
こ
と
三
十
町
。
右
村
側
に
在
り
、
児

一
子
即
時
如
は
突
の
命
令
準
ぜ
ず
し
て
石
山
に
留
り
、
信

女
裁
の
遊
宴
す
る
加
で
、
跳
望
佳
山
民
で
あ
る
と
記
し

一
長
と
雌
鮒
荷
決
せ
ん
と
し
た
。
こ
の
際
政
如
が
能
州

て
ゐ
る
。
皆
同
地
論
に
長
平
ご
年
組
前
柏
町
が
凶
掛
か
ら

一
ナ
ピ
ハ
珠
洲
〉
の
剛
山
惣
巾
に
拠
へ
た
消
息
が
、
卯
月
一一一

位
入
し
た
時
、

一
回
恨
の
金
森
宇
一英
入
泌
が
設
と
り
山

一
日
附
に
な
っ
て
ゐ
る
や
見
れ
ば
.
如
何
に
そ
の
決
話

よ
り
世
間
か
け
て
柿
A
H
に
散
K

に
討
っ
た
と
あ
る
の
も

一
が
泌
か
で
あ
っ
た
か
ど
わ
か
る
。
こ
の
出
今
鵜
問
妙

是
で
あ
ら
Aego

-
山
師
寺
に
縦
せ
ら
れ
て
、
紙
師
甚
だ
小
さ
〈
、
脱
四
入

カ
ザ
ナ
シ
風
無
期
制
咋
制
限
懸
郷
に
あ
る
郎
官
情
。

一
一組一
h
駿
一
一
一
組
問
に
泊
ぎ
ぬ
。
敬
如
の
使
者
が
叫
珠
山
肌

カ
サ
士
J
シ
ョ
ウ
ガ
ツ

霊
ね
の
正
月
.
務
政
時

一
の
中
に
附
し
て
泊
し
た
と
い
ふ
の
で
抑
制
の
御
お
と

代
に
‘
二
月
朔
日
脅
震
ね
の
疋
月
と
い
う
た
。
殿
中

一
様
せ
ら
れ
る
。
同
日
数
知
が
は
こ
ひ
(
沼
町
U

制
惣
中

で
は
朔
望
の
菅
城
が
あ
る
が
、
民
間
に
は
格
別
の
行

一
に
奥
へ
た
も
の
も
、
亦
羽
同
部
本
念
寺
に
政
せ
ら
れ
、

事
が
な
か
っ
た
。
今
も
民
間
で
二
月
-
日
交
は
三
月

一
抗
月
什
抗
日
附
能
決
別
泌
総
惣
申
及
び
故
佐
谷
惣
申

一
日
に
梁
青
休
む
閉
山
が
あ
る
。

一
に
典
へ
た
も
の
は
、
彼
佐
谷
牒
川
氏
の
有
に
郎
し
て

カ

サ

ノ

益
野

河

北
郡
町
部
付
由
。

mMT椛
袋

一
ゐ
る
。
そ
の
後
者
は
手
の
内
の
御
m
U
と
い
は
れ
て
ゐ

E
m険
制

嗣

量

企

酷

由

る

。

ーし
か
し
そ
の
世
教
却
は
調
車
世
す
べ
か
ら
ざ
る

一
六
回

や
-
知
っ
て
利
そ
践
し
‘
七
月
十
七
日
信
長
の
汚
都
を

得
て
、
入
月
二
日
城
売
去
っ
た
。

カ
サ
プ
セ
ヤ
マ
盆
伏
山

江
泊
制
深
聞
に
在
る
。

江
沼
志
制
に
、
蛇V
伏
山
は
傑
出
村
領
に
あ
っ
て
、
績

に
古
き
石
川
帥
が
あ
る
と
叙
さ
れ
る
。

カ
サ
マ

笠
間
石
川
州
mvm郷
に
邸
す
る
部
帯
。

仲
立
問
の
日
山
々
円
は
文
安
五
年
六
月
の
石
清
水
八
稲山
白目前

迩
紋
に
も
児
え
る
。
然
る
に
明
陪
一
一
年
の
村
御
印
に

は
見
徳
寺
村
と
あ
0
.
延
賢
三
年
に
見
徳
寺
村
を
笠

間
村
に
改
め
た
と
あ
る
。
代
能
寺
は
今
笠
間
町
松
村

に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
が
一
時
惣
街
に
な
っ
て
ゐ

た
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。

カ
サ
マ
カ
ホ
モ
チ
笠
間
銭
拷
泊
刑
制
新
右
衛
門
。

前
凶
利
治
に
大
坂
の
役
に
従
ひ
、
元
利
元
年
目
石
を

領
し
、
明川、武
十
}
九
年
常
〈
卒
右
Mm
の
也
知
二
百
石
を
受

け
て
自
分
知
青
除
か
れ
、
市
口
町
田
中
行

・前十
剖
松
御
付

と
な
旬
、
正
保
問
年
小
松
に
於
い
て
六
十
六
計
六
斗

六
升
六
A
H
脅
加
へ
、
御
川
地
廻
に
斑
し
た

o
m
mの
後

是
徳
と
蹴
し
、
延
質
二
年
十
二
且
廿
抗
日
夜
。

カ
ザ
マ
ゴ
ウ
笠
間
郷
石
川
郡
の
古
郷
名
。
加

佼
混
と
訓
ず
る
。
延
宮
式
に
石
川
榔
笠
間
制
散
が
あ

り
、

mMT椛
日
択
相
応
に
.
税
務
仲
が
そ
の
白
砂
。旬
開
八

時
に
、川中十骨'い保
λ
臓
に
怒
り
た
る
こ
と
を
砲
し
、
後

手
多
院
御
領
円
録
に
加
賀
凶
伊
川
聞
東
保
が
あ
り
、
南

郡
寺
把
亦
之
に
同
じ
く
、
明
徳
以
降
の
北
野
跡
駐
文

部
に
は
多
く
税
制
郷
と
見
え
、
延
徳
元
年
の
同
文
谷

に
は
西
労
刷
保
が
あ
る
。
滞
政
時
代
に
も
宮
川
附
郷
が

あ
り
、
今
d
b
砂
月
間
の
部
官
聞
が
存
す
る
。

カ
サ
マ
ゴ
ウ
笠
間

郷

石

川
郡
に
図
し
、

器
致

時
代
に
は
、
小
川・
黒
狐
・
{
呂
保
・松
本
・石
'I
・b
山
烏
・

笠
間
の
七
ヶ
村
青
含
ん
で
m
H
た。

カ
ザ
マ
ゴ
ウ
ユ
ウ
キ
笠
間
幅
削
港
町
~
問
。
法

悶
凶
節
目
町
幅

m
紘

q
o
p
h
u川
川
粛
剛
草
玄
関
同
組
問
時
半
ぃ

τ対
刊
む
巴
恥
岐
抗
Mvf
L
-L

、

風
谷


